
横須賀港 浅海域保全・再生研究会 

【第６回】 

横須賀市 港湾部 

日時：平成26年(2014年) ２月３日 (月)14時～ 

会場：横須賀市役所消防局庁舎災害対策本部室 



横須賀市港湾部 

１ 主な意見とその対応（１） 

2 

分類 No. 意見等（概要） 考え方（対応方針）案 

１
．
事
業
採
択
へ
向
け
て
の
進
め
方
等 

１ 

国の事業スキームに当てはまる候補地を
国へ提示して財源を確保することが重要
であり、まずは国交省、整備局、港湾事
務所と個別に相談し、適切な指導を受け
ることが大切ではないか。 
           【近藤委員長】 

財源確保を念頭において、まずは国や市
の関係部署との調整を進めていきたい。 

２ 

今般、新規事業採択は厳しいため、直轄
事業で行う場合には、防災面でのＢ／Ｃ
を算出することも有効であることから、
おおよその被害状況や便益、コストを出
しておく必要がある。            
            【山縣委員】 

国等との調整の中で、地震や津波などに
対する整備効果等を示しつつ、Ｂ／Ｃの
算出など整理すべき事項を確認しながら
進めていきたい。 

３ 

横須賀港での整備が地震や津波に対する
ＢＣＰや港湾緑地等の環境面において、
関東圏にどの程度の意味を持つのか考え、
新しいコンセプトを作ることもあり得る。
また、日本経済との繋がりも課題であり、
東京湾再生のための行動計画（第二期）
に横須賀市の事業を位置付けることを検
討してはどうか。   【近藤委員長】 

広義な視点での要素も検討も行いながら、
新たなコンセプトや枠組みの構築などが
必要であれば柔軟に取り組んでいきたい。 



横須賀市港湾部 

１ 主な意見とその対応（２） 

3 

分類 No. 意見等（概要） 考え方（対応方針）案 

２
．
関
係
者
の 

 
 

 

取
り
組
み 

４ 

横須賀港の昔と今を対比させ海岸の変遷
を見せることで、「何とかしなければ」
と市民の心に響くイベントを開催するべ
きではないか。 
            【堀口委員】 

横須賀港の経緯や現状について、市民の
課題認識や行政との共通認識が得られる
ような場の提供について、今後検討して
いきたい。 

３
．
Ｎ
Ｐ
Ｏ
と
の
連
携
・
協
働 

５ 

成功事例は何らかのインセンティブが与
えられていると思われる。みなと総研等
からＮＰＯの資金調達の現状に関する資
料を提供していただき、市民や事業者が
共に利益を得られる関係構築やＮＰＯ育
成のための参考としてはどうか。 
      【近藤委員長・岡田委員】 

ＮＰＯの活動資金の現状については、み
なと総研からも情報提供を受けていきた
い。 
また、ＮＰＯや市民との連携・協働、支
援については、横須賀市の「まちかど里
親制度」や現在実証試験中の「ボラン
ティアポイント制度」の利用なども含め
て、様々な手法について検討していきた
い。 
 ６ 

ＮＰＯや市民と連携・協働した維持管理
を行う場合には、活動への対価を支払う
ことも検討してはどうか。        
            【岡田委員】 

７ 

ＮＰＯで活動する人の生活を支えるくら
いの行政支援や活動実績のある人をリー
ダーに据えることも必要ではないか。   
            【今井委員】 



横須賀市港湾部 

１ 主な意見とその対応（３） 

4 

分類 No. 意見等（概要） 考え方（対応方針）案 

４
．
検
討
組
織 

８ 

民間資金の活用や民間利用を促そうとし
ているが、今の検討組織案では民間事業
者が意見を言える場がなく、利活用する
段階になって事業者に「活用してくださ
い」という形に見える。 【岡田委員】 

検討が進む中で、民間事業者との意見交
換や合意形成をする機会や場を作ってい
きたい。対象とする民間事業者や時期に
ついては、今後検討していきたい。 

９ 

民間事業者にとっては環境面への負担
（お金）は企業利益にならないことから、
結果的に市民の負担（税）になる恐れが
あることも、今後意見交換会等で話し合
う必要がある。    【近藤委員長】 

５
．
検
討
項
目 

10 
水質調査やモニタリング等を予定してい
るが、実施の際には調査目的を明確にす
る必要がある。       【秋元委員】 

目的や趣旨などを明確にしたうえで、調
査やモニタリング等を実施していきたい。 

11 

維持費がかからない構造の検討なども検
討してはどうか。 

  【秋元委員】 
 

構造検討等の際には維持費の観点につい
ても検討に含めていきたい。また、砂浜
の造成を考える場合は、近隣に土砂が豊
富にあるわけではないため、砂浜の維持
費の観点から、海岸域以外も含む総合的
な土砂管理や砂の流出しにくい施設配
置・構造も検討に含めていきたい。 



横須賀市港湾部 

１ 主な意見とその対応（４） 

5 

分類 No. 意見等（概要） 考え方（対応方針）案 

５
．
検
討
項
目 

12 

この事業は東京湾の中では小さな規模の
事業であるが、東京湾全体の環境を良く
するための手段や見本となるよう、港湾
機能を持ちながら、環境を良くしていく
ことを盛り込んでいただきたい。       
            【今井委員】 

東京湾の中での横須賀港の役割や現状を
踏まえて、東京湾全体の環境改善への直
接的・間接的影響も見据えながら、検討
していきたい。 

13 

現在、各関係者や団体が実施している取
り組みについても今後の整備計画の検討
の中で反映させることが必要ではないか。                    

【今井委員・本多委員】 

予定している検討会と並行して、各関係
者との意見交換会やワークショップ等を
開催し、現在の取り組みや整備後の取り
組み等についても意見交換を行いながら、
整備計画に反映させていきたい。 

６
．
そ
の
他 

14 

横須賀港は自然海岸が残る貴重な場所で
あり、現在も走水ではあさり漁、久里浜
ではわかめ漁が行われている。整備計画
の検討にあたっては貴重な自然をできる
だけ保全する形で計画を策定していただ
きたい。          
       【秋元委員・斉藤委員】 

漁業者等の関係者からご意見を伺いなが
ら、残されている良好な自然を保全でき
るよう、環境に配慮した整備計画として
いきたい。 
 



横須賀市港湾部 

１ 主な意見とその対応（５） 

6 

分類 No. 意見等（概要） 考え方（対応方針）案 

７
．
意
見
書
・
報
告
書
に
つ
い
て 

15 

事業実施や財源確保のためにも、実現性
が高く意義のある事業であることを市長
や国等に説得できる内容とするためには、
委員も協力して意見書・報告書の内容を
精査しなければならない。 

【堀口委員】 

ご意見を参考に意見書案・報告書案を作
成し、先般、各委員への意見照会させて
いただいた結果を反映させ、今回修正案
をお示ししている。（資料２、３） 
 

16 

意見書には、実際の事業のハードルも含
めて、次の段階に進むためのプロセス等
の意見を示し、引き続き検討を求めてい
く内容としていただきたい。 
       【本多委員・藤田委員】 

意見書案・報告書案には、今後検討して
いく課題、留意点、検討すべき事項、ま
た、検討組織や手法など、段階を踏みな
がら検討を進めていくことを記載した。
（資料２、３） 
 

17 

報告書については、走水は水源の確保、
追浜は環境やエネルギー施設の保全のた
めなど必要性を先に述べてから今後の整
備について触れるのがよいのではないか。          
           【近藤委員長】 

走水水源地先の海岸侵食防止や追浜の環
境・エネルギー施設の防護については、
報告書案の中に期待する機能として盛り
込み、それを実現するための施設等につ
いても記載した。（資料３） 
 



横須賀市港湾部 

１ 主な意見とその対応（６） 

7 

分類 No. 意見等（概要） 考え方（対応方針）案 

７
．
意
見
書
・
報
告
書
に
つ
い
て 

18 

事前に漁業者と調整し、理解を得た意見
書・報告書にしてほしい。 

【今井委員】 

今回の意見書・報告書はこの研究会での
研究・検討経過やいただいたご意見など
を市長等に報告することを目的としてい
る。漁業者や市民等との調整については、
いただいたご意見のとおり必要不可欠で
あるため、次のステップに進んだ段階で
早目に実施していきたい。 
 
 

19 

漁業者との調整については、意見書に盛
り込み、早めに調整を進める旨を示して
いただきたい。 

     【藤田委員】 
 
 

今後の検討における留意する事項等とし
て、報告書案に記載した。（資料３） 



平成 26 年（2014 年）  月  日 

 

 横須賀市長  吉 田 雄 人 様 

 

横須賀港浅海域保全・再生研究会 

委 員 長   近 藤 健 雄  

 

横須賀港における浅海域の保全・再生のあり方について（報告） 

 

 「横須賀港浅海域保全・再生研究会」では、平成 24年７月に第１回の研究会を開催して

以降、６回に亘り横須賀港における浅海域の保全・再生のあり方について検討してまいり

ました。 

 学識経験者、関係行政機関、事業者、市民団体等で構成する本研究会では、横須賀港   

において、人びとが海に親しめ、かつ、生き物の繁殖・生育の場としての効果や海の自浄

能力を高める効果が期待できる浅海域を取り戻すため、場所の選定、利活用や整備の方法

などについて、自然環境、生態系、集客による経済効果、費用対効果、防災・侵食対策な

どの観点から活発な議論、意見交換、先進事例研究などを重ね、今後、具体的な整備計画

等の策定に向けた指針となるよう、「横須賀港浅海域保全・再生研究会報告書」を冊子とし

て取りまとめましたので報告します。 

なお、市長におかれましては、横須賀港における浅海域の保全・再生を推進するに当た

り、下記の事項について十分に意を用いていただき、主要な政策の１つとしての認識をも

って、その実現に向けて積極的に取り組まれることを期待します。 

 

 

記 

 

１ 横須賀港は東京湾の中でも自然環境が多く残っていることから、将来の子どもたちに

横須賀のより良い海辺環境を引き継ぐことに努めること。 

２ 将来に亘り市民が海の恵みを享受できるよう、海を身近に感じ、海に親しめる場の創

出を様々な観点から検討を進め、積極的に取り組むこと。 

３ 本研究会として、利活用の可能性や環境保全・改善の必要性を考慮して選定した３つ

の候補地を中心に具体的な検討をさらに進めること。 

４ 整備計画の策定に当たっては、自然環境、生態系の保全に配慮するとともに、防災・

侵食対策、また、集客効果など地域経済の活性化に資する計画とすること。 

５ 今後、地域住民や関係事業者などを含めた検討組織を設置し、海を利用する全ての  

人が良好な関係で共存できるように、地域と一体となった計画策定、維持管理が行え

るよう努めること。 

６ 財政状況が厳しい中ではあるが、国等の直轄（補助）事業として採択されるような工

夫をするとともに、民間資本の活用等も視野に入れて財源の確保に努め、併せて必要  

となる予算措置に努めること。 

（案） 



















































































横須賀市港湾部 

今後の予定について   

1 

第６回研究会 
（平成２６年２月３日） 

３月中旬 

市長へ報告書・報告書冊子の提出 

報告書（案）・報告書冊子（案）の提示 

２月下旬 報告書冊子データ入稿 

３月末 

修正作業 

報告書冊子納品・委員へ配付 

３月中旬～下旬 

公表（HP掲載、庁内・市議会・国等へ配付等） 

報告書冊子 配付先（情報提供） 

・庁内各部署 
・港湾審議会、環境審議会、港湾や環境に係る庁内会議 
・市議会 
・関東地方整備局 

【参考】横須賀港港湾環境計画中間評価委員会   
     （近藤委員長）からの意見書提出 
                  （平成23年９月） 

１．平成25年度末までの予定 



横須賀市港湾部 

今後の予定について  

2 

平成26年度 市の関係部局との調整 
 ・財源や整備場所、内容に関する協議 

財源確保に向けた国との調整 
 ・直轄事業での実施可能性について国との協議 

 平成27年度 
  ～28年度 

検討会・意見交換会等 
 ・事業計画の策定 
 ・市民等から計画や維持管理についての意見や提案の聴取 

平成29年度 事業実施（実施設計等） 

平成30年度 工事着手 

２．平成26年度以降の予定 
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